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23: イエバエb孜青史及び声卵活動叩 甲 声故的研究 試行神 目 大約 肘 郡 .
環境衛生辞)27.10.10受理も,

イエバ エの発育に閑+.る研究は,Hew.itt(1914)は

じめ Peairs､(1914),′Kvasn).kov･TL(ltJ31), Ri6-
hardson(lt)32);Petrishcheva(1932),llase(1､

936);PerbencvaTUkhot:a(1937),IIafez(1941),
Leikina(1912).FeJdman-Muh.Sam(1944)等その

報告は野しい数にのぼる｡本邦においても小林 (lCO9,

1913,193-,),小林 ･水島(1937),仲田(1939)等によ

り評純な研究が行われ.イ工,,'ェの発育史に男しては

かなりlPJちかにされてきたもさらに小林 (1918i1924,

1925‥1927,1929,1930)はイエ;(.Lの緊杭能力につ .

いての広汎な実験的研妃を行ったo雑著はIL本庄のイ

土 '̂ェlこついて,これらの諮報告を轟卿こして押吟味

を行ほ 嫌から実験生態学的研兜をこ 7ゝ'､みんとした｡

この報告はイ工,.'ェの飼育法について従来行われてき一

た若干の方法を比較し.誰者の軍験した簡単な飼育法

につい_{記述し,発育期聞及び羽化め状態,成虫あ所
卵活動についての執察を胡賢し 諮学者の御参考に供

する次轟である｡･

I. イエJ4'Lの飼育法

イ干J{工の飼育に使用されてきた medium･は甚ii
広範田のもので.その飼育法は比較的簡易であると思

われる｡幼虫の飼育に用いられ●るmedium をあげる

と-,動物糞 (特に鳳 √朕糞),ミルクを辞したバ･/.憤

W:した思鉛鼠 ブスIq･, '̂ラサキウマゴi･.シ.コーヒ

ーゐ項班,チIR:などで√中でも自然界に於ける好発

生物TZである馬萌の利用が特に多いようである｡動物

恥 ､らn.生するイエJくェの親矧こついて式のような報
告がある｡臼然料こおける●発生物質の直接利用という

何から参考になるであろう｡

IIafez(1941)はエ'ジブト地方の M.tn'cl'〝LZは.

.W我が庇もm賓な発.lE物TEであることを指摘し また
雁の狩場 弥こくら声で ま̀るかに雌の床卵を誘引さや
･るもので,さらに柄羊,山羊の苑が牛犯 私犯こくら
T<好発生物であったと細管した｡Feldman-Muhsam
(1944)はパレスチナ地方の M.do"'esLica.I,''cf'ふLZに

ついて'いろい.7,の棚 橋 について発生状態を放恭し

た結果,LF矧ま最もよく発生するとし,Le!kina(194

2)はM.domesLl'caが人間や朕の糞に穀もよく発生し

.関取王位も発生しがたい物T:1であったと比べている｡

このように地方によってィ.エバェの自触発IF:物T(の見

ることは,動物の食物の状頓がTl-.Jらかの影坪を与えて

いる:ものと考えられて托口剖 LTi,ム

rわが国では小札 付m(1!)39;等によって1-1隅rI日 野

花粟)はきわめて良好な発背をすることを･Wuti･し か

な()広く利和ほれているようであるが'.小林は小変,7

クマで良好な発育をせしめたo最近 Hafez'(1918)は
隼乳 3.水1の湖で浸したf,rll花で飼育L得る磁伽な方

法を相Lb･･し また長沢･法ホ (1949)は成熟こJf'i-ル

酵母を加えたものを特誠として用いた｡

.珊剖土ィ.- 'ェの糾七代にわたP.'噺 賢させた小変
7スマをBi一に与えろ方法によって累代飼育を行って

きたがその結果について述べる｡以下実験に用いた材

料はいずれも本法によって飼育したものであるO.イエ

バェは神戸市E!灘区榔 町西青木にて採集されたもの

で,同町n本位脳化学_1二粟株式会社(池田安之助rt.)に

おいて累代飼育を繰返され,第641杜代の個体より認搾

いたi:Tいたもので(1951年2月).爾後相続飼育を抹返

しできた･イエ戸 の柾の決定についてはなお拭掛 ;

痕きれてお如 ;,雄者は粥の立切する M- dom王
sL''ca,t"'C''"aMncq.としIC窮扱っていiLh

.小変ブスマほ適牡の水をもってねF). これを30oC

の耕卵糾こ一路禄放托して憤僻させる｡この場合.水
分が過剰であると醐1紬'L過熱こ促過して僻性が放くな
るため,●発育の巾途で批死する何体が増加する｡醗辞

した7スマの一部はチャーレに甜め,旬日夕刻に成虫
の飼育怒 (縦25x桝15大高 10cm)に入れて産卵させ

-る｡翌朝これをとり出し,あらかじめ励 声させておい

f=17スマとともに肉池S,ヤー,レに入れて恒温飼育をしノ

た｡幼虫一匹に対する7スマの丑は ユ.5-2.Ogr.が

理想である｡この medium によると.厳輝が迅速で

何もに使用できること,劫火はきわめて均等に哉育し.

何体問の大きに差の少いこと,馬我のように鹿好か '･
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市まらない等の長所がある｡-Lかしながら,煩非が過 -

蛇になl)やすいために難度が非常に高くなって中途でノ
出柁ナる (矧 こ1,2齢幼虫)ものが現れることが欠 1
.tL:rc･.あるけ池EHま7スマ/に馬糞を 3:2の割合で加え ･

ろともM王がよいとい う｡ ､

城山の飼育には,馬糞, 碑1T･･した.時給鼠 砂糖.メ

I./,醐T.小泣臥 隼乳 ゼ-'L､,バナナ,com sirup
呼がしばしば恥 ､られできた｡Hafez(1948)は牛乳の . -

みな与え飼育し産卵さ%,るこ_tができるとtt.うO.小林 一

･付uはべブトゾを5%に稀釈 して滅菌し,これをt;

スケツトだどに浸して与えた｡

印捌 ま城山の崇矧こ及ぼす影響をできるだけ均等に ′
するため,適払 こ稀釈した'べブ.ト･)を位月梅 にコツホ

.Gで減-肘し.これを滅菌した時計皿にのせた紀花に質

し.在日交換して於糾した｡またべブ1.I/は節米のま .

与ゝえた切合にもよく産卵したOなお寿命を保痔させ

るために1%i顎は守水を同時に与えておいた｡･べブト./
の)̂を--1J･えた場合には著し(その生命を短縮させる｡

2. 発 育 日数

イェバエの発+ff史に関しては光学者によって非常に
多くの失投が淡演されてし..る｡一HelVitt(1914)は,
M.dotiICSIitaの苑Iff日数は,卵期間250｣35oCでは
8-ll,時Tl".15｡-1,Oo'Cでは24時間,10oC以下では
2-3Jlを礎し.1齢助diは24二36櫛札 2齢幼虫は

175-3i'JOCで 2如mL3齢劫火は33oCで3-4日蛸

川mJは:13oCで3-二手日を賓'+るが,最短発育速姥は

plurJ日日8時:lil,Ll齢幼虫20時間;2齢幼虫24時琵比
≡好i3助山3臥 ､WJ3Hで.8月4時間で全生活史を完

了すると湖J!l.･したOその後 Kva占nikova(1931)によ
ると.dollteSh'caは}23-24oCで13F,20oCでは2O-

くり 25oC

節 17妨′

31日を要し･,Pettrishceva(1932)-は同じ(-35oCで

6-8臥 38-40cc では5日を要するとなし,IIafez

(1941)は M.vicl'nalま30｡C では卵柳田】6時阻 1

齢幼虫15時間,2齢幼虫20時間,3齢幼虫2El.蛸3

日で6日17時間を賓するや;.38oC′になると586時
ltlE｢ご完了し,･13oCでは19日8時間を繋LたふFeld一

m;n-Muhsam(1944)は M.domesLl'cLZVicl'右aはLF

黄巾で.17･5oCでは 38･9日,34.0_Cでは 11こ4日を

賓すると報告している-0

t本邦では小林,水島.侭田等の報告をみる｡小林

(1909,1913)によれば,3boq以上では発育に7H.

15-2Q･oCでは20日以上を零し さらに朝鮮蕗01ィェ

I.'ェについて(1935),28-3loCでは6臥 13-19oC

では41日を要する｡また保田 (1939)､は 37oCでは

9-12臥 30oCでは 9-13臥 23oCでは 17｣18月

を零し,小林 ･水島(1937).により温度とイエ,;ェの
光背の問の一定の男係を式に示した｡ _

前述の飼育条件のもとに軍政を行った結果,25oC

及び 21cc:における発育日掛 ま次式のとおりである｡

(節1衣)

同一温蟹糾 Fのもとに発育Lや幼虫の佃†棚Hlには.

発育口政にかなL)?ずれがあらわ7L.そ3日蛸 ば 3齢

幼虫において延長があらわれた｡即ち25ccでは幼81

和田胎 5110El,2loC では 7-1岬 を廃 し,それぞ
れに日数のずれがみられる｡輔化個体数は析化約2日

において最高を示し妨3E]までには全数の90%が鮒ヒ

を完了した｡この実政では幼虫の虫背に必零な金柑 ま

充分与えて丸 ･たから,このよ･5に個H覗1に発群口数

のずれが現れる原矧 土必ずしも栄丑条件のみによるの

ではなく,他の因子が干渉しているよ'ぅに考えられる｡

Table･1.Durationofdevelopment

Tc.qtN(I. egg～(l叩.S) ,Jar,Va. ､⊥ 1,JJPllPation_.:. pupIL
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Table2. Emergenceofa'dul卜

3. 羽化,特k純化とあ関係
･剛 l問の屈短日数は25oCでは4日で,平均6°の

ものが最も多かった.姉化がはじまって全部がこれを

終るまでに約六日まで延長した令胴体の羽化状懐を示

すと.節2表の如くである｡
怖化やずれと羽化の延長.及び三別ヒ率の詞係につい

ては妨1図に示したとおりで,蛸化のずれが羽化に必

ずしも平行したずれは示さず,幼虫軌間の長びいた僻
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休は,蛸Ir耶SJが茄干短節されて幾分これをとりもどそ

うとする何問が剛 つれる｡また羽化率につ :ヽてみると■

それぞれ羽化がはじまって約2日Rに羽化個体登別こ殺
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苗を示す一山型となった｡

即 醐くの鮒 ヒのずれカモ羽イヒ率にどのfうな影野を畢

ぽしそゆくだろうか｡その平均羽化率をしらべてみる

と妨2回のようになった｡但しこれは実験が不充分で

あるため.直ちに結論を下すことは国労であるけれど

ち;鮒 ヒroおくれた個体はそ?羽化率も洪少しでゆく,

即ち蛸ゐ死亡率が増加するような転向が甲われる0

4. イエバエの産卵冶助

イ)撫養の及ぼす産卵前期間の延長についての看病､

夢虫の産卵前期間の延良も 温度･湿変通 虫の架.

琴状取 的 幼虫ItJ]Iこおいて摂攻した冬物の男係などの
箔因子が影響する.こt-紘,多くの昆虫において研究さ

れてきた｡イエバェについての Hutchison(1916)の

実験は.これを温虻の腰掛こついてしらべ,産卵前期

間は温床のちがいによって最短2･5日よL)串高23日ま

での差のあらわれること̀を報告した｡成虫の琴糞状態

はこれに如何なる影響を与えるであろうか｡筆者1号こー

れについて若干の実験を繰返して~きたムー幼虫はさきに

述べた条件下で発育したもので,同時に蔓馴ヒした稚拙

1対ずつを,希C?ge別に実験した｡食餌として与え

たぺブ!･I/紘.これを稀釈して g･125%よ･I)20カに至
る怨め兜の溶液をつく.t),25oCの恒温(_&姥は60%)

で芥cage別にこれを飼育し,同時に寿命作特の郎勺

方､ら1%の黙約水を与えた｡●

d甲 声

pr
ebvip.siti.rl
Period･A
T卜

5

TF COnCerltmtionioL-pepion
.F短.3こ Prolongatioln of_preoviposition
periodinfluencedbynutrition.

1宍政の結果は軍きに小林が実放された如く(.その他

搾り掛こよっ七産卵前期間に若干のttらき､串;あらわれ

た｡即ちべブト./漁民0･125年では産卵前期間は最長ヽ
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11日と.なり(全く産卵しない個体もあった).10-20%

･-では5日であった｡これは第3図のよう.tz曲班で示され ･
るが,､産卵前期間の逆数とべ?'ト･/也壁の対数(x)を

と?てその実験式を求めれば,γ≒U･蜘 十9､96とな

る｡こiにyL羊比較的速度阜考えられる｡

- t7)個体産卵数の消長

∴Hewitt(1916)Jによれば domestic,aの産卵数は100

-150個で,平均12Q個の産卵を行うといい,､小林も

これと同様の観察をなし,号た lttoy(19野)はィ./.I:

iこおけるvl.Cinaの平均産卵数は97個で,.dom車 ca･
に較下で産卵数の少いことを指摘しているo

'J箪者は,Fの実験に丸 ､て各個体の産卵数をLらべて
みたところ,個体によらて非常に差があるが,栄光の

直接の影野はみられなかった｡√第-国別こ産卵した件

何体の産卵数は最低11個よF)最高lOl個に及ぶ｡

一 条個体がその生江問に産卵すや数をしらべてゆくと一

一産卵数に一定の増奴を示すこ･とがわかった｡(筋4回)A

ハ)産卵間隔＼ -

成虫が産卵をはじめてよ一t)死亡するまでの全生轡m
-を通じ,それぞれの個体についての産卵間隔をしら<,

てみた｡̀一位も多く産卵回数を重ねた個蕗は,羽化後50

H問生存したものに於七9回を蔽蕗とし,他はいずれ

も6回であった｡党糞状態が産卵間隔の伸筋にどのよ
うな刺戟を与えるだろうか｡これについては実験的牧

も少くiなお今後の研究にまをたい｡しかし,いずれ

の場合にも産卵の回数を宿るにしたがって,-そのnul附

~はず?と長くなってくる｡I

/成虫の生御坊即について(も 今筏の宍級の柑軌-=よ

って明らかたしたいが..ノペブト･/改姓の20%というよ.

うな特に激事なものを与えると,生命はいずれも宕11

く短かったことは注目される｡過剰琵白恥 旧抜由作

用として動いたものかも知れな'い｡･

･'■5..槽 .揺

日本産のイ工,.'ェMuscadomesticavl'ct'''a叫 cq.
について,その発育日数.羽化の状執 成虫の産卵所
動についての実験的観察をなした｡

1) イエバェの飼育には小安の7スマを轍群させ..
これを単一iこ与えることによって幼虫はきわめで容易
に発育し,成虫は適量に稀釈したべブ1･I/水及び庶抑
水く1形)を与えて飼育し,かつ産卵せしめた｡
､2).発育に賓する日数は次のとおりである｡
卵期間 .幼虫糊問 怖期間 庇短発育日数.
25oC0.5日 5-10日 4rlLH 9158
.21oC1 日,7-108 8-12日- ユ6'臼
~ 同一温比下における発育欄間のずれは封こ3齢幼91
の糊FtJl延長によった.

3) 畑化した各個体が.羽化を完了するまセには.
位短羽化臼より8月のずれがあった｡輔批の延長は羽
化に必ずしも平行したずれは示さず,幼虫欄間の長び
いた個体は;輸期間が若干短節される械向があらわれ,
また各個肘まそれぞれ羽化がはじまつ七約2E]Elに羽
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1 213 ･4 グー6
C 一 ･5労

1 2 3.4 _7 6
10乳 20rv.

I:-f>ft℃qtiehcyofOviposition
Fjg･4l Properincreas,1.nganddecreasingcurveornumberofeggsatinchovipo.si-

tionthrou帥 Iifel,time.(only･afeweasessho､vninthisdmrc)

化放仰 之謁を京ナ一山現を岳した｡

4) 蹄卵前和1731は;成虫の労乃準矧 こ影持され,そ
･の糊F,･n土ベブ71I/班喋の0.1･3,-'%よt)20%において最

短5日より11【ほ での逆があら))tLた｡

5) 燕卵取はm榊こよる丑が人-きく.卯一回口の邦

卵烈士放小11飼よ.I)方i･大101仰 こおよふ 希仰妹のfk

iul)の外務卵数は-52の消長曲牧を77汁 ｡

6) 羽化筏50日rLnにおける#:卯回数は9回をFt.TT7と

し{平均6阿これを行う｡匪卵間隔は阿琴を怒るにら
れてかなE)長くなる｡

柊l)に臨み.突放を遂行T+るに当って和々脚助言並
びに卸校閲をたまわった);.;都肘立郎 !l大学院私物学教
室'の小林措治郎先生に感謝の忠をlaiする｡
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1ミdsumd

Thcauthorhasobservedonthedurationof

dcvelopmeptlemergenceandovipositionofthe
common house･Lly′Musca domesLIca vicina

Macq･inJapir),Theresultsal'e:
1･ LarvaeWerebredinthedccaylng bran''.･
andadultswereLedbydilutedpeptonadded

ofl%sucrose･Bothnutrimentsshowed･good

deyelppmentOfthe･ycungstagesarid-cpeated

ovlpOSitionoftlleadultsrespectively･

2･ Thed'urationrequiredfordevelopment

ofeac王IStagelVas:

Te-p. Egg Larva Pupa ｡eSvehlO.rpt諾三ふt
25oC 0.5days5-10 4-11 9.5.

2LoC l ' 7110 8-12_ 10

Therangevarianceofdevelopment′tJndera

sametemperaturewasduetothedtlrationof

thirdinstarofーthelarvalstage.

3. The'rangebetween theかstand last

emergenceoLpupaewas8days.TheprolonT､
gationofpupalstagedid~notgooftenparall

liltothatoflarval･duration:OnelVhich

hadalongerlarvalperiodshowedoftcrishorト

er in-itsIPuPalduration.Largestntlmber

ofemergencewasseen､oiithe2nd申yofcmcr-

genCe'

4.ThepreovIPOSitioli.periodlVasinnuenccd

】)ytheadult'snutritiotlSCOnditionanditsho-

1Veddiffercneefrom 5daystollininl･CrSCly

proportionaltotheco,ncentrationsofI,CPtOn
0.125120.0%.

5.Number･ofpacliovipositcdeggshad

muchdiLrerenceto'eachotherandeggnumber

offirstovipositionwasthatthemini.TPum ll
andthemaximllm lOl.Theamountofeggs

ineachovIPOSitiollShowedaproperincl℃aS-

1rlg.anddecreasingCurveincachJiLc.

6; Thehighest frequencyof ovIPOSition
madebyanadultfor60daysaft'eremergence

lVas9timesaveragebeing6time占.Theinterval

betweeneachovipositionhasprolongedacco-

rdingtothefrequencyoLovipositior).

OntheRel功.t)Ion】王etweenSizeofthesettling:DtlStApparattlSanal7hockDown .

Effectof♪･L･･TDDTPo滋dertoAdultsoftheCom血onIIotl苧efly (MuscadomesL,'ca

L･)･SttldiesotntheBiological1Assayoflnsepticides･ⅩⅩlV･'sumio工叫ĜSA､,A(Takei､
Laboratory,InstitutefoilchemicalResea,chiKyotoIUniversity,Ohsaka).Receiv占d

Oct.31,1952.Bolyu-Kagahu17.138-143.1952.(withF.nglishresume,143).

24∴ 撤戦降下装置の大きさと DDT･粉剤のイエ人工成虫を落下仰抵せしめる効力と .

の掲倒こついて｡殺虫剤Z)生物試験にかんする研究三郎 4払 畢沢純夫こく京都大学化学
研究所武居祈死宣)27.10.31.受理

( Ⅰ.緒 言 一

㌧ 投出別路米製品の価値は,実際にこれをもちいた人
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々の良識から判断せられた結果にもとづいて決められ

るべきものではあるが,実際位朋の結果はその芯塊


